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Unit 1  566MW  (1977年9月30日運開)

Unit 2  566MW  (1982年3月19日運開)

Unit 3  890MW  (1994年12月15日運開)

伊方発電所は瀬戸内海に
面している

Shikoku EPCo

１号機は廃止を宣言 (2016年5月)

３号機は再稼働 (2016年8月)

2,022MW

２号機は廃止を宣言 (2018年5月)

（加圧水型原子炉）

所 員 約 350人
協力会社を含めた人数 約 1,500人
定期検査中の人数 約 2,500人
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・３号機の線源強度 (特にＣｏ-60)は，3-6定検査以降急激に上昇
・現在は、ステライト混入防止対策等による効果で低下傾向
・3-15サイクルからは、1次系への亜鉛注入開始

1.線源強度の推移（伊方3号機）
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・弁点検作業中に発生するステライト片の不十分な除去が，線源上
昇の主原因と推定

※3号機は1,2号機との違い
弁点検台数が多く、弁のサイズも大きい
風量が大きく研磨粉がＲＣＳに持ち込まれやすい環境

2.線源強度の低減対策(1/2) 
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(ステライト片) 

(ＥＰＭＡによるクラッド分析結果) 
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〇第９回定期検査以降，線源増加対策として，ステライト研磨研片の
ＲＣＳへの持ち込み防止、残量管理の徹底を行った。
・弁点検中、ヘキサプラグ使用によりＲＣＳに向かう風の遮断
・点検後の清掃、及びガーゼでの拭取り時の着色で残量確認
・各作業員のステライト管理の重要性意識向上

2.線源強度の低減対策(2/2) 

(標準サンプル) 

ヘキサプラグ

ステライト部
(着色による残量確認) 
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3.被ばく低減ワーキンググループ

定期検査の約３ヶ月前に，放射線管理関連の重要情報
を，発電所の放射線管理部門員と元請協力会社の放射
線管理責任者にて構成される被ばく低減ワーキンググ
ループにて共有する。また，このグループにて線量低
減、廃棄物低減計画についても議論する。

(議題例)
• 定期検査中の立入禁止エリアとその期間
• 特別な作業に伴う作業制限 (例 原子炉容器上蓋
取替)

• 錯綜する場所における仮設遮蔽と作業場所の調整
• 運用変更等の説明
• 各社から調整、連絡、確認事項
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(詳細) 仮設遮蔽の調整

場所
数

(１ｍ鉛遮蔽換算)
備考

ループ室 1,100 四国電力にて設置

加圧器室 100 四国電力にて設置

他の場所 100 四国電力にて設置

協力会社への無償貸出 2,000 協力会社にて設置

協力会社所有 1,200
原子炉上蓋取替のような
特別な作業用

合計 4,500

定期検査時の作業内容に応じて数千枚の鉛遮蔽を
配分し，設置する。
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(ループ室）

(詳細) 仮設遮蔽の設置
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4.放射線管理責任者周知会

放射線・化学管理課長は，定期検査の約１ヶ月前に，
放射線管理責任者周知会において，協力会社放射線管
理責任者と放射線管理員に線量目標値と放射線管理上
重要な注意事項を説明する。この注意事項等について
は，全ての作業員に説明する。（放射線管理教育）

(議題例)
• 発電所全体，元請会社，そして主要作業の線量目標
• 教材の内容と重要周知事項
• 被ばく低減推進グループ（及び廃棄物低減推進グ
ループ）の指名
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5.放射線管理会議およびパトロール(毎週)

発電所の放射線管理部門員と元請協力会社の放射線管
理責任者は，次週の作業の進捗予想と線量目標の達成
状況を議論するため，毎週現場の現状観察を目的とし
た管理区域内のパトロールののち，放射線管理会議を
開催する。

(議題例)
• パトロール中の観察結果
• 線量目標の達成率（改善のための対策含む）
• 被ばく低減推進グループ活動の進捗状況
• 四電、各社より周知連絡事項（主要工程含む）

• 服、退出モニタ等の発生状況 等
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6.被ばく低減推進グループ活動

放射線管理責任者周知会において，各元請協力会
社から５～８グループの被ばく低減推進グループ
を指名する。活動については，放射線管理責任者
等の評価に基づき，１～２グループを発電所長か
ら表彰する。

(評価要因)
• ＡＬＡＲＡ計画の内容，プロセスと達成状況
• 自己評価の結果と次回定期検査への反映
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7.協力会社からの反省要望事項の募集と反映

定期検査後，放射線管理の管理方針や放射線管理に関連
した資機材の改善に関する要求について, 発電所員のみ
ならず協力会社員からも幅広く募集する。

(反映例)
• 管理区域への給水所とトイレの設置
• 幅広の養生用テープの導入
• 自吸式呼吸器（約３００個）の導入

※前回定検でも40件以上の要望事項があり
可能な限り反映している

（ヘルメット式マスク） （ブロア式マスク）
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8.その他活動(1/4)

高放射線エリアの作業では，放射線管理員が，低
線量エリアにおいて，リアルタイムで作業員の線
量を監視するため，警報付ポケット線量計（ＡＰ
Ｄ）の遠隔監視システムを使用している。

放射線管理区域

パソコン

高放射線当エリア

カメラ

ワイヤレスアダ
プタ付ＡＰＤ

ＰＨＳ無線局

ＰＨＳ交換機

ＬＡＮ

ＰＨＳ無線局
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8.その他活動(2/4)

準備作業での作業者の被ばくを最小化するため，
協力会社の要請に基づき，オーダーメードのグ
リーンハウスを発電所の放射線管理部門から提供
している。
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8.その他活動(3/4)

早い段階で放射性汚染を検出するため，スミア試
料自動測定装置，服モニタおよび保護具モニタを
設置している。

スミア試料自動測定装置 服モニタ 保護具モニタ
(３号機用:６台) (３号機退出モニタ前:６台) (３号機管理区域内:７
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8.その他活動(4/4)

若年社員等、定検経験の少ないメンバーが適正に定検作業に対応
できるよう「よくわかる放射線作業管理」を作成し、放射線管理
上の主要作業について、実施時期、目的、手順等を取りまとめて

いる。 ※再稼働時の教育に有効に活用した。
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9.視察予定設備等(1/4)

放射線管理用資機材置場
(不燃シートで作製)

保護衣倉庫
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明日視察予定の設備等を掲載する。



9.視察予定設備等(2/4)

洗濯設備（水洗式） 洗濯設備 成型品モニタ（ヘル
（エマルジョン式） メット等の汚染検査）

ランドリーモニタ マスク除染装置
(管理服等の汚染検査) （マスクの洗浄）
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9.視察予定設備等(3/4)

放射能測定室 スネーク除染装置

ＲＩシューズ除染場
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9.視察予定設備等(4/4)

個人線量計チェック設備

管理服 特殊防護服
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